
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

〇

八

号

内
閣
官
房
報
償
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

高

市

早

苗
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内
閣
官
房
報
償
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書

鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
が
代
表
を
務
め
る
民
主
党
は
、
過
去
に
、
衆
議
院
本
会
議
や
党
首
討
論
（
国
家
基
本
政
策
委
員

会
）
に
お
け
る
鳩
山
代
表
ご
自
身
の
発
言
に
よ
っ
て
、
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
必
要
性
」
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
内

閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
「
使
途
の
公
開
」
を
求
め
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
鳩
山
内
閣
発
足
後
は
一
転
し
て
、
内
閣
官
房
報
償
費
を
「
必
要
な
も
の
」
と
し
て
予
算
計
上
し
た
ば
か
り
で
は

な
く
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
す
ら
承
知
し
て
い
な
い
」
旨
の
発
言
を
行
い
、
平
野
官
房
長
官
は

使
途
の
公
開
を
否
定
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
民
主
党
の
主
張
か
ら
は
著
し
い
変
節
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
民
の
負
託
を

軽
視
し
た
行
為
で
あ
る
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
内
閣
官
房
報
償
費
を
め
ぐ
る
平
野
官
房
長
官
の
発
言
が
二
転
三
転
し
た
こ
と
も
、
内
閣
へ
の
信
頼
を
失
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

内
閣
官
房
報
償
費
の
「
必
要
性
」
に
つ
い
て

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
十
三
年
二
月
五
日
、
衆
議
院
本
会
議
の
代
表
質
問
で
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
必
要
性
に
つ

一



い
て
、
「
五
十
五
年
体
制
の
政
治
的
遺
物
で
、
官
邸
が
持
つ
必
要
性
は
な
く
な
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
岡
田
外
務
大
臣
は
、
民
主
党
政
調
会
長
だ
っ
た
平
成
十
三
年
二
月
の
記
者
会
見
で
、
「
官
房
機
密
費
（
内
閣
官
房

報
償
費
）
は
、
細
川
内
閣
の
時
に
や
め
る
べ
き
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
も
の
は
政
権
が
変
わ
っ
た
時
し
か
変
え
ら
れ
な
い
。
当

時
の
官
房
長
官
の
責
任
だ
」
と
発
言
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
に
は
、
記
者
団
に
対
し
て
、
「
国
益
に
資
す
る
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
資
金
だ
」
と
発
言
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
野
官
房
長
官
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日
の
記
者
会
見
で
、
「
必
要
だ
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
予

算
計
上
し
た
」
、
「
貴
重
な
税
金
な
の
で
、
国
益
の
た
め
に
支
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
発
言
し
て
い
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
に
つ
い
て
、
「
五
十
五
年
体
制
の
政
治
的
遺
物
で
、
官
邸
が
持
つ
必
要
性

は
な
く
な
っ
た
」
と
し
た
平
成
十
三
年
二
月
五
日
の
発
言
を
撤
回
さ
れ
る
の
か
。

�

撤
回
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
「
必
要
性
」
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
認
識
が
変
わ
っ
た
時

期
は
い
つ
か
。

二



�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
「
五
十
五
年
体
制
の
政
治
的
遺
物
」
と
表
現
し
て
い
た
内
閣
官
房
報
償
費
を
予
算
計
上
す
る
に

至
っ
た
理
由
は
何
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
現
在
も
、
内
閣
官
房
報
償
費
は
廃
止
す
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
が
、
平
成
十
三
年
二
月
当
時
と
同
じ
よ
う
に
、
「
官
房
機
密
費
（
内
閣
官
房
報
償
費
）
は
、
細
川
内
閣

の
時
に
や
め
る
べ
き
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
も
の
は
政
権
が
変
わ
っ
た
時
し
か
変
え
ら
れ
な
い
。
当
時
の
官
房
長
官
の
責
任

だ
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
今
が
「
政
権
が
変
わ
っ
た
時
」
で
あ
り
、
「
官
房
長
官
の
責
任
」
で
廃

止
す
る
好
機
で
あ
る
。
内
閣
の
一
員
と
し
て
、
閣
議
や
閣
僚
懇
談
会
な
ど
の
場
に
お
い
て
、
平
野
官
房
長
官
に
対
し
て
内

閣
官
房
報
償
費
の
廃
止
を
進
言
し
た
か
。
ま
た
は
、
そ
の
予
定
は
あ
る
か
。
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
や
平
野
官
房
長
官
が
内
閣
官
房
報
償
費
を
使
っ
て
守
ろ
う
と
し
て
い
る
「
国
益
」
と
は
、
何
か
。

�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
「
国
益
に
資
す
る
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、
国
益
に
資
す
る
使
い
道

と
は
、
例
え
ば
ど
う
い
う
も
の
か
、
例
示
を
求
め
る
。

二

内
閣
総
理
大
臣
自
ら
の
国
民
に
対
す
る
説
明
義
務
に
つ
い
て

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
十
三
年
二
月
五
日
、
衆
議
院
本
会
議
の
代
表
質
問
で
、
「
森
首
相
は
、
機
密
費
（
内
閣
官

三



房
報
償
費
）
の
あ
り
方
と
使
い
道
を
国
民
に
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
、
記
者
団
に
対
し
て
、
「
国
民
に
す
べ
て
を
オ
ー
プ
ン
に
す
べ
き
筋
合
い
の
も

の
と
思
っ
て
い
な
い
」
、
「
官
房
長
官
か
ら
『
自
分
に
任
せ
て
も
ら
い
た
い
』
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
一
切
こ
の
問
題
に

は
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
発
言
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
自
ら
が
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
使
い
道
に
つ
い
て
国
民
に
説
明
す
る
義
務
が

あ
る
と
し
た
平
成
十
三
年
二
月
五
日
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
撤
回
さ
れ
る
の
か
。

�

ま
た
、
撤
回
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

三

内
閣
官
房
報
償
費
の
「
使
途
の
公
開
」
に
関
す
る
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
考
え
方
に
つ
い
て

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
使
途
公
開
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
六
月
二
十
日
の
国
家
基
本
政
策
委
員

会
合
同
審
査
会
で
は
、
「
調
査
、
解
明
、
私
た
ち
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
た
ち
な
ら
、
三
日
間
あ
れ
ば
、
こ
の
問

題
、
解
決
し
て
み
せ
ま
す
」
、
「
機
密
費
（
内
閣
官
房
報
償
費
）
に
関
し
て
は
、
徹
底
的
に
情
報
の
公
開
を
求
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
発
言
さ
れ
た
。

四



と
こ
ろ
が
、
平
野
官
房
長
官
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
の
記
者
会
見
で
は
、
具
体
的
な
使
途
の
公
表
に
つ
い
て

は
否
定
し
、
公
表
で
き
な
い
理
由
を
「
先
方
と
の
関
係
で
、
適
切
な
情
報
提
供
が
可
能
で
な
く
な
る
な
ら
、
国
益
や
政
府
の

諸
活
動
に
障
害
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
日
の
記
者
会
見
で
は
、
「
ま
ず
は
一
年
間
、
私
が
責

任
を
持
っ
て
判
断
し
、
年
度
が
終
わ
っ
た
時
に
、
公
開
で
き
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
含
め
て
考
え
た
い
」
と
発
言
し
て
い

る
。右

の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

平
成
十
三
年
六
月
二
十
日
の
国
家
基
本
政
策
委
員
会
合
同
審
査
会
で
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
発
言
さ
れ
た
「
調
査
、
解

明
、
私
た
ち
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
た
ち
な
ら
、
三
日
間
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
、
解
決
し
て
み
せ
ま
す
」
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
何
を
「
調
査
、
解
明
」
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
「
こ
の
問
題
」
と
は
、
具

体
的
に
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
何
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
問
題
が
解
決
さ
れ
た
と
言
え
る
の
か
。

�

平
成
十
三
年
六
月
二
十
日
の
国
家
基
本
政
策
委
員
会
合
同
審
査
会
で
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
「
機
密
費
（
内
閣
官

房
報
償
費
）
に
関
し
て
は
、
徹
底
的
に
情
報
の
公
開
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
も
発
言
さ
れ
た
が
、
徹
底
的

に
公
開
を
求
め
る
と
し
た
情
報
の
範
囲
は
、
具
体
的
に
何
と
何
だ
っ
た
の
か
。

五



�

既
に
鳩
山
内
閣
の
発
足
か
ら
二
ヶ
月
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
「
私
た
ち
な
ら
、
三
日
間

あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
、
解
決
し
て
み
せ
ま
す
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
は
、
撤
回
さ
れ
る
の
か
。

�

平
野
官
房
長
官
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
使
途
の
公
開
の
是
非
に
つ
い
て
は
一
年
間
を
か
け
て
判
断
す
る
旨
の
発
言
を

さ
れ
て
い
る
。
問
題
の
解
決
に
要
す
る
期
間
が
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
主
張
し
て
お
ら
れ
た
「
三
日
間
」
か
ら
「
一
年

間
」
に
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
る
民
主
党
は
、
野
党
だ
っ
た
時
に
、
官
房
機
密
費
流
用
防
止
法
案
を
国

会
に
提
出
し
て
い
る
。
政
権
交
代
が
実
現
し
た
今
、
法
案
を
成
立
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
が
到
来
し
て
い
る
と
思
う
が
、
本

法
案
を
国
会
に
再
提
出
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

�

官
房
機
密
費
流
用
防
止
法
案
の
提
出
予
定
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

�

官
房
機
密
費
流
用
防
止
法
案
の
提
出
予
定
が
な
い
と
す
れ
ば
、
民
主
党
が
今
後
下
野
を
し
た
と
し
て
も
、
本
法
案
を
国

会
に
提
出
す
る
考
え
は
な
い
も
の
と
理
解
す
る
が
、
ど
う
か
。

四

内
閣
官
房
報
償
費
の
「
使
途
の
公
開
」
に
関
す
る
岡
田
外
務
大
臣
の
考
え
方
に
つ
い
て

�

平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
、
予
算
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た
岡
田
外
務
大
臣

六



は
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
使
途
公
開
に
関
し
、
外
務
省
報
償
費
が
す
べ
て
大
臣
決
裁
に
な
っ
た
こ
と
を
と
ら
え
て
、
「
で

き
な
い
よ
う
な
使
い
道
を
た
く
さ
ん
し
て
い
る
か
ら
で
き
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
も
う
少
し
き
ち
ん
と
メ
ス
を
入

れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え
方
は
な
い
ん
で
す
か
」
と
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
も
、
こ
の
考
え
方
に
変
更
は
な

い
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
田
中
前
外
務
大
臣
（
当
時
）
の
発
言
を
引

用
し
て
、
「
総
理
は
総
裁
候
補
だ
っ
た
と
き
は
機
密
費
（
内
閣
官
房
報
償
費
）
を
批
判
し
た
が
、
機
密
費
を
管
理
、
使
用

す
る
立
場
に
な
っ
た
ら
機
密
費
に
対
す
る
態
度
が
突
然
変
わ
っ
た
」
と
し
て
、
当
時
の
小
泉
首
相
を
批
判
し
て
い
る
。
こ

の
批
判
内
容
は
、
ま
さ
に
現
在
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
変
節
に
該
当
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
外
務
省
報
償
費
の
使
途
は
、
全
て
公
開
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

五

内
閣
官
房
報
償
費
の
「
使
途
の
公
開
」
に
関
す
る
原
口
総
務
大
臣
の
考
え
方
に
つ
い
て

�

平
成
十
四
年
一
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
、
予
算
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た
原
口
総
務
大
臣

は
、
内
閣
官
房
報
償
費
や
外
務
省
報
償
費
に
つ
い
て
、
当
時
の
津
島
雄
二
予
算
委
員
長
に
対
し
、
「
誠
意
を
持
っ
て
国
民

に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
、
御
注
意
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
原
口
総
務
大
臣
は
、
前

七



記
し
た
本
年
十
一
月
五
日
の
鳩
山
首
相
の
発
言
や
十
一
月
十
九
日
及
び
十
一
月
二
十
日
の
平
野
官
房
長
官
の
発
言
を
も
っ

て
、
鳩
山
内
閣
が
内
閣
官
房
報
償
費
に
関
し
て
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
る
か
。

�

仮
に
、
現
状
を
も
っ
て
鳩
山
内
閣
が
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
な
ら
ば
、
過
去

の
原
口
総
務
大
臣
の
発
言
か
ら
大
き
く
変
節
し
た
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
変
節
し
た
理
由
は
何
か
。

六

内
閣
官
房
報
償
費
の
支
出
に
あ
た
っ
て
の
「
領
収
書
の
必
要
性
」
等
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
、
予
算
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た
岡
田
外
務
大
臣
は
、

内
閣
官
房
報
償
費
の
支
出
に
関
し
て
、
「
全
然
何
に
使
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
、
全
部
官
房
長
官
が
領
収
書
も
と
ら
ず
に
勝
手

に
決
め
る
、
そ
れ
は
や
は
り
私
は
民
主
主
義
国
家
と
し
て
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
」
と
発

言
し
て
い
る
。

内
閣
官
房
報
償
費
の
支
出
に
あ
た
っ
て
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
、
平
野
官
房
長
官
が
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日
の

記
者
会
見
で
、
「
領
収
書
が
取
れ
な
い
も
の
が
か
な
り
あ
る
と
思
う
し
、
取
る
こ
と
で
必
要
な
情
報
が
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
得
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

八



�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
現
在
も
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
支
出
に
あ
た
っ
て
は
領
収
書
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
が
、
領
収
書
が
必
要
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
が
、
領
収
書
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
平
野
官
房
長
官
に
対
し
て
領
収
書
を
と
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
進
言
し
た
か
。
ま
た
は
、
そ
の
予
定
は
あ
る
か
。
予
定
が
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

「
全
部
官
房
長
官
が
領
収
書
も
と
ら
ず
に
勝
手
に
決
め
る
、
そ
れ
は
や
は
り
私
は
民
主
主
義
国
家
と
し
て
お
か
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
岡
田
外
務
大
臣
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
使
途
を
官
房
長
官
が
勝

手
に
決
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
善
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
「
民
主
主
義
国
家
と
し
て
相
応
し
い
内
閣
官
房
報
償
費
の
在
り
方
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
だ
と

考
え
る
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
外
務
省
報
償
費
の
支
出
に
あ
た
っ
て
は
、
領
収
書
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

七

平
野
官
房
長
官
が
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
を
認
識
し
た
時
期
等
に
つ
い
て

平
野
官
房
長
官
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
報
償
費
に
つ
い
て
、
「
そ
ん
な
の

あ
る
ん
で
す
か
。
全
く
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
」
、
「
私
自
身
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
説
明
を
受
け
て
い
な
い
」
と
発
言
さ

九



れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
十
一
月
五
日
の
記
者
会
見
で
は
、
一
転
し
て
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
を
認
め
、
河
村
前
官
房
長
官
か
ら
事

務
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
内
閣
官
房
報
償
費
に
つ
い
て
も
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

平
野
官
房
長
官
が
、
河
村
前
官
房
長
官
か
ら
内
閣
官
房
報
償
費
に
つ
い
て
引
継
ぎ
を
受
け
た
の
は
、
九
月
十
七
日
の
記

者
会
見
よ
り
前
か
、
記
者
会
見
よ
り
後
か
。

�

仮
に
記
者
会
見
よ
り
前
に
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
平
野
官
房
長
官
は
、
記
者
会
見
と
い
う
公
式
の
場
で

事
実
と
異
な
る
発
言
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
政
府
の
要
職
に
あ
る
者
と
し
て
、
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
る
。
九
月
十
七

日
の
記
者
会
見
で
は
虚
偽
を
述
べ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
の
か
。

�

平
野
官
房
長
官
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
の
記
者
会
見
で
は
、
鳩
山
政
権
発
足
後
、
九
月
と
十
月
の
二
回
に

分
け
て
合
計
一
億
二
千
万
円
の
内
閣
官
房
報
償
費
を
自
ら
の
決
裁
で
内
閣
府
に
請
求
し
、
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
が
、
平
野
官
房
長
官
が
初
め
て
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
を
知
っ
た
日
時
と
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
請
求

方
法
に
つ
い
て
知
っ
た
日
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
誰
か
ら
説
明
を
受
け
て
知
っ
た
の

一
〇



か
。

�

本
年
九
月
と
十
月
に
、
内
閣
府
に
対
し
て
内
閣
官
房
報
償
費
を
請
求
し
た
際
、
同
月
に
請
求
し
て
お
く
べ
き
具
体
的
な

使
途
を
想
定
し
た
上
で
請
求
を
し
た
の
か
。

�

仮
に
、
具
体
的
使
途
を
想
定
し
な
い
で
内
閣
官
房
報
償
費
を
請
求
し
た
と
す
る
と
、
合
計
一
億
二
千
万
円
と
い
う
請
求

金
額
を
決
め
た
根
拠
は
何
か
。

八

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
を
認
識
し
た
時
期
等
に
つ
い
て

�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
十
三
年
六
月
二
十
日
の
国
家
基
本
政
策
委
員
会
合
同
審
査
会
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
報

償
費
に
つ
い
て
、
「
調
査
、
解
明
、
私
た
ち
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
た
ち
な
ら
、
三
日
間
あ
れ
ば
、
こ
の
問

題
、
解
決
し
て
み
せ
ま
す
」
と
、
明
ら
か
に
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
を
前
提
と
し
た
発
言
」
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
内
閣
総
理
大
臣
就
任
後
の
平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
に
は
、
記
者
団
に
対
し
て
、
「
官
房
機
密
費
（
内
閣
官
房
報

償
費
）
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
存
じ
て
い
な
い
状
況
で
、
官
房
長
官
か
ら
『
自
分
に
任
せ
て
も
ら
い
た
い
』
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
一
切
こ
の
問
題
に
は
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
一
転
し
て
、
「
内
閣
官
房
報
償
費
の
存
在
す

ら
知
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
の
発
言
」
を
し
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日
の
発
言
は
虚
偽
で
あ
っ
た
の
か
。

一
一



�

鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
「
内
閣
官
房
報
償
費
」
と
い
う
も
の
の
存
在
を
初
め
て
知
っ
た
年
月
日
は
い
つ
か
。

九

鳩
山
政
権
に
お
け
る
内
閣
官
房
報
償
費
の
「
定
義
」
に
つ
い
て

�

鳩
山
政
権
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
報
償
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
定
義
す
る
の
か
。

�

前
記
の
定
義
に
つ
い
て
、
民
主
党
が
政
権
に
あ
る
限
り
、
変
更
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

一
二


